
 

 

２０１５年９月１１日 

ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区 

各クラブ会長・幹事 様 

ライオンズクラブ国際協会３３０－Ａ地区 ガバナー 近藤正彦 
社会福祉・障がい者支援委員会 委員長 Ｌ御厨正敬 

クラブアクティビティ活性化プロジェクト（ＣＡＰ）委員会 委員長 Ｌ阿部かな子 
東京セイシンＬＣ 会長 Ｌ下薗喜治 

 

第１４回 ピポ・ユニバーサル駅伝大会開催のご案内とお願い 

拝啓 初秋の候 貴クラブにおかれましては益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。 

 さて、今期、社会福祉・障がい者支援委員会およびクラブアクティビティ活性化プロジェクト（ＣＡ

Ｐ）委員会の両委員会は、近藤正彦ガバナーのガバナーズ・スローガン『奉仕こそがライオンズの誇り』

と、ガバナーズ・テーマ『奉仕こそがライオンズの喜び』に基づき、第 14 回「ピポ・ユニバーサル駅伝

大会」（主催：NPO 法人コミュニケーション・スクエア 21（略称 CS21）、共催：東京セイシンＬＣ）を

ご紹介します。下記の通り、10 月 25 日（日）に開催され、競技時間を競うのではなく走ることを楽し

むものです。貴クラブのアクティビティの見直しやクラブ活性化の為の一助となれば幸いでございます。 

 

 ピポ・ユニバーサル駅伝は、性別や国籍を問わず、障がいの有無にかかわらず、小学生から高齢者まで様々

な人々の交流の場となり、選手やボランティア、応援の人々全員が共に支えあう「共生社会」の心地よさを体

験することを目指しています。明治神宮外苑周回コースにおいて行い、競技終了後は、新宿区立四谷第六小学

校の体育館において、来年のリオ、又 2020 年の東京パラリンピック競技の公式種目である「ボッチャ」を体

験するイベントを企画し、参加者皆さんとの交流を深め、貴重な学びの場となるよう準備が進められています。 

 

 つきましては、各クラブの多くのメンバーの皆様に本大会に、ボランティア又は選手（車いすの使用

疑似体験・視覚障がい者の疑似体験等）としてご参加頂きたく、お願い申し上げます。 

 様々な方が 10 人でタスキをつないでいく駅伝大会は、大変さわやかで感動的なもので、又「ユニバー

サル社会」に対する体験をして頂く事は、今後の貴クラブの福祉に関するアクティビティの指針と成る

ものと確信しております。 

 

※今回参加されるライオンズメンバーの方には、次のお願いを致します。 

１，当日のボランティアとして（走路での応援・車いす疑似体験・視覚障がい者の疑似体験）の参加。 

２，選手又は伴走者として約 1Km のジョッギングの参加。 

３，1 チーム 10 名での選手・スタッフでチームを編成し、駅伝・昼食・交流会ボッチャへの参加。 

４，後援者「東京都障がい者ｽﾎﾟｰﾂ協会」の賛助会員の募集を致しますのでご協力をお願い致します。 

※各クラブに対しては次のお願いを致します。 

１．参加者に配布する景品のご提供。 

２．協賛金のお願い。 

 

 当日は近藤正彦ガバナーも参加される予定ですので、メンバーの皆様に限らず、ご家族ご友人の多く

の皆様をお誘いの上、ご参加をお願い申し上げます。                   敬具 

 

日時：平成２７年１０月２５日（日）受付／9 時 30 分 参加費：一般 1,000 円 小／中学生 500 円 

会場：明治神宮外苑 周回コース  集合：神宮外苑絵画館前広場 

お問い合わせ先：ＮＰＯ法人ＣＳ２１ Tel  03-3350-1388 Fax  03-3358-4002 


